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さえすれば、十分に博士論文に値するであろう。私

見だが、考古学の博士論文はかくあらねばならない

と思っている。資料が新しい以上、何かしら新しい

ことが言えるであろう。しかしそれよりも重要なの

は、一つの調査を計画・立案から報告書作成にまで

導いていけるだけの意志と能力である。これこそ、

考古学の博士論文に求められているものであろう。

筆者としては、この種の博士論文を強く勧めたい。 

 しかし、テーマによっては、上記の手段に訴えに

くい場合もあるだろう。その場合は、テーマ自体や

分析の視点・方法の新しさによって、結論の新しさ

を追求するほかない。しかし、大抵のことは、すで

に誰かがどこかで言及している（ということにやが

て気がつくであろう）。仮に未着手の問題や分析法が

見つかったとしても、得られた結論に説得力がない

のでは意味がない。冒頭でも述べたように、要求さ

れているのは単に新しい見解なのではなく、「説得力

のある新しい見解」だからある。資料が新しければ

説得力も自ら備わるであろうが、分析の視点や方法

の新しさだけでは説得力が備わるとは限らない。む

しろ逆の効果を生むことも多いので、よほど頭を絞

らないとこの方法は失敗する。その意味ではよい訓

練となるが、相対的に審査の基準が高くなることは

覚悟しておかねばならない。 

 最後に、この二つながら実現困難な場合、大きな

テーマにそって膨大な資料を根気よく整理し、体系

的・包括的にまとめ上げるという手もないわけでは

ない。実際に多いのは、この手の論文である。大規

模な総括の中で、それなりに新しい発見もあるであ

ろう。しかし、全体としては、読み手に疲労感を与

えるだけの論文になりかねない。そのことを十分承

知し、それに見合った努力をする必要がある。逆説

的な言い方だが、問題は、読み手の苦痛を超越する

だけの充実した総括となっているかどうか、であろ

う。（最初に述べたタイプの博士論文がイギリス・ア

メリカ型だとすると、次がフランス型、今述べてい

るのがドイツ型と言える。わが国では、伝統的にこ

のドイツ型が多い。その場合、問題はドイツ人ほど

徹底しているかどうかである。やるならあきれるほ

どやって、なるほどと唸らせてほしい。） 

 以前は考古学分野の博士論文には、功成り名遂げ

た偉い先生方の、晩年における集大成的な著作をも

ってそれに当てるというのが普通であった。しかし、

時代は変わった。今や、博士論文は、専門的研究者

としての基礎的な資格能力を審査するための論文と

いう位置付けである。審査する側もそのことは十分

承知しているのだが、文系の場合、ましてや考古学

の場合、博士論文を書くだけの年齢に達してしまう

と今さら他への転身がきかないという事情もある。

従って、是非とも研究者として立ってほしいわけで

あり、そのことも含めて指導では厳しいことを言わ

ざるを得ないというのが現状である。この点は是非

理解していただきたい。 

 それからもう一つ。博士論文に限らず、論文とい

うものはすべて内向けの総括ではなく、むしろ外向

けの意見発表であることを再確認してほしい。従っ

て、これまで行ってきた自身の研究の集大成という

だけでは、博士論文とは言い難い。説得力のある新

しい知見をもたらすという、その作業を今後ねばり

強く貫いていくはずの提出者にとって、博士論文は

その最初の試行であらねばならない。 

 

学位論文作成に臨んで 

向井 亙(国際社会環境学専攻 3 年) 

 学位論文(以下「博士論文」)執筆に臨む学生とし

て、博士論文に対する認識を示す。博士論文が、自

身の研究成果の集大成である要素と、今後の研究姿

勢を明示する要素から構成されるとすれば、自身に

求められる要素は後者であると考える。 

 博士論文で求められる研究姿勢とは、大きく３つ

の項目が想定できる。一つには、注目を浴びること

のなかった研究対象・地域への着目と開拓。二つに

は、斬新な分析手法の開発と利用。最後に、前者 2

項目に基づく新領域研究の開拓である。 

 一方、博士論文では、執筆者の研究の位置付けに

ついても問われる。これは、狭い分野研究(例：地域

編年研究)における位置付けを意味するのではなく、

研究対象の地域史や同時代における他分野研究の成

果との関連性を明示することが求められることを意

味する。すなわち、博士論文を通じて提示する成果

や新たな見解は、狭い分野内でのみ通用するもので

は不十分と考える。 

執筆者は「研究史」の章において、自身の研究の

位置付けを開示する。そこでは、研究の強い動機、
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そして関連分野を視野に入れた研究成果の有効性・

新規性が提示される。 

論の展開の基礎となる資料の収集について、考古

学ではその研究対象の特徴により求められる方法が

異なるであろう。研究対象の中心が遺跡や遺構とな

る場合、分析資料の多くは、すでに調査により破壊

されており、報告書に掲載される二次資料をして研

究を進める比重が多くなる。したがい、執筆者自身

の新たな分析方法をもって遺跡・遺構の研究を行う

際には、執筆者自身が発掘調査を実施する必要があ

る。一方で、遺物が研究対象の中心となる場合、過

去の調査成果を直接再調査できる場合もある。 

このように、多様な資料収集方法が見られる中、

博士論文の中核となる資料群については、執筆者自

身の(発掘)調査により収集する必要があると考える。

もちろん、ここには再調査も含まれる。 

また、自身で行った発掘調査報告が博士論文の主

体となることは、博士論文を通じ執筆者の研究者と

しての基礎能力を審査される前提に立てば、十分に

ありうるケースである。調査報告の中で、執筆者の

目的と動機を明確にし、調査結果の提示、そして得

られた成果に基づく討論と結論に至る。そこで肝要

であるのは執筆者が示す新たな知見に至る論の展開

であり、決して論文・調査報告という体裁の問題で

はないと考える。 

以上、自身の認識を述べた。将来、諸先生方の厳

しい批判を前にして、この程度の認識では論文執筆

に臨む姿勢としては脆弱極まりないことを痛感する

ことは確実である。否、自身で標榜した上記の水準

への到達は、未だ論文執筆の入口にも到達していな

いとも思う。しかし、この水準を通らねば論文執筆

の入口にたどり着かないことも確かであると考えて

いる。 

 

学位論文作成状況(1) 

森 達也(国際社会環境学専攻 3 年) 

１．学位論文題目 

「中国青瓷の編年的研究 －越州窯・竜泉窯・耀州

窯窯を中心に－」 

２．学位論文の目的  

中国では、紀元前 15 世紀頃に灰釉の施された原始

青瓷が誕生し、紀元前後頃には完成された青瓷が生

み出された。これは、世界で最も古い高温焼成施釉

陶磁の系譜であり、今日世界中で生産されている「瓷

器」すべての技術的ルーツといっても過言ではない。

特に、9 世紀以降には、中国青瓷は盛んに海外に輸

出されるようになり、世界各地の窯業に大きな影響

を及ぼした。また、中国青瓷の出土や伝世は東アジ

アから西アジア・アフリカ東部にわたる広い地域で

知られており、盛んな東西交流を裏付ける重要な資

料として、また、各地の遺跡の年代決定材料として

重要な意味をもっている。 

本論文では、中国青瓷が最も盛んに輸出された 9

世紀から 15 世紀に焦点をあて、該期の輸出青瓷の

代表的な窯である越州窯と竜泉窯、また越州窯と密

接な関係のある華北の代表的青瓷窯・耀州窯の青瓷

の編年を構築し、その技術的変遷を明らかにすると

ともに、世界各地で遺跡の年代決定の基準資料とし

て用いられている中国青瓷の詳細な年代位置付を

明らかにし、その研究に資することを目的とする。 

具体的には、唐代晩期から北宋代（9 世紀から 12

世紀）の越州窯青瓷、北宋代から明代前期（12 世紀

から 15 世紀）の竜泉窯青瓷および福建諸窯で生産さ

れた倣・竜泉窯青瓷、唐代から元代（9 世紀から 14

世紀）の耀州窯青瓷の編年を確立し、その技術的・

形態的変遷を明らかにするとともに、各窯間の影響

関係を探る。また、これらの製品の流通についても

触れる。                        

３．現状における研究進捗状況 

全体構成は以下の通りである。     

「はじめに」「第 1 章 中国青瓷史概論」「第 2 章 越

州窯青瓷の編年」「第 3 章 竜泉窯青瓷の編年」「第 4

章 福建諸窯の倣・竜泉窯青瓷」「第 5 章 耀州窯青瓷

の編年」「第 6 章 技術的・意匠的影響関係」「第 7 章 

製品流通」「まとめ」 

現時点で執筆が進んでいるのは、「第 1 章」から「第

4 章」で、第 1 章では商代から戦国時代までの青瓷

の概略がまとまったが、まだ、漢代から唐代までの

部分が完了していない。「第 2 章」では、越州窯青瓷

の碗についての編年がほぼ完了したが、水注や壺、

合子など他器種についてはまだ途中である。「第 3

章」では、南宋代から元代の竜泉窯青瓷の編年はほ

ぼ完了したが、北宋代および明代の編年はまだ途中

である。「第 4 章」では、福建省諸窯の倣・竜泉窯青
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